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この原曲は、rllttlld正 作詞・竹山仙史作 1出 による元広島高師 (現 広島大学)JI岳部

歌である。 イ{和 27年 7月 29日 “あせび小屋"の管理をしていた松本往夫・卓野一人・

梅木秀徳 (いずれも「しんつくし山岳会」の1年 身であった当時の「九州山小屋の会」

の会員)の三氏が雨に降いれて “あせび小屋"に沈殿していたとき、坊ケつる～九重山

の歌を作ろうと「¬ずさみ作詞されたもので、更にその原‖|を 野田宏一lЬ氏 (当 H寺、「九

州山小屋の会Jの 会員)が編曲され、「ブL州 山小屋の会」会報第 11号 に発表し、それを「し

んつくし山岳会Jで歌っていたものである。

昭和 53年歌手の “芹 洋子 "が歌ってNIIKの 「みんなのうたJに採用され、テレビ

で放映されて以来レコードがヒットして全 |■l的 に歌われるようになった.しかし、当時の

編 ||||な いびに歌詞は、ここに/1Nすとおりである。
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